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本 論 文 を、日 本 脳 神 経 血 管 内 治 療 学 会  機 関 誌 「脳 血 管 内 治 療 」に投 稿

するにあたり、筆 頭 著 者 、共 著 者 によって、国 内 外 の他 雑 誌 に掲 載 ないし投

稿 されていないことを誓 約 致 します。  



要 旨  

【目 的 】脳 血 管 内 治 療 の合 併 症 の一 つである造 影 剤 脳 症 の診 断 に、術 後

の髄 液 中 ヨード濃 度 測 定 が有 効 であった症 例 を報 告 する。  

【症 例 】 8 5 歳 女 性 。眼 瞼 下 垂 にて発 症 した左 内 頚 動 脈 後 交 通 動 脈 分 岐 部

未 破 裂 動 脈 瘤 に対 してコイル塞 栓 術 を行 った。一 年 後 再 発 を認 めたため、

追 加 でコイル塞 栓 術 を行 った。術 後 右 片 麻 痺 、失 語 症 を呈 し、術 直 後 の頭

部 C T にて左 大 脳 半 球 皮 質 ・脳 溝 に高 吸 収 域 を認 めた。術 翌 日 には高 吸

収 域 は消 失 しており、症 状 は保 存 的 加 療 にて改 善 した。術 後 髄 液 検 査 にて

ヨード濃 度 の著 増 を認 めたため、頭 部 C T 所 見 、症 状 経 過 と合 わせて造 影

剤 脳 症 と診 断 した。  

【結 論 】造 影 剤 脳 症 の診 断 のために、術 直 後 の髄 液 中 ヨード濃 度 測 定 は有

用 である。  

 

  



緒 言  

未 破 裂 脳 動 脈 瘤 の治 療 において、技 術 の浸 透 、使 用 機 材 の発 展 ・改 良

に伴 い、脳 血 管 内 治 療 の占 める割 合 は増 加 傾 向 にある。脳 血 管 内 治 療 で

は、手 技 中 に同 一 血 管 に繰 り返 し造 影 剤 を注 入 することとなり、脳 血 管 内 治

療 後 の頭 部 C T にて患 側 大 脳 半 球 に高 吸 収 域 を認 める症 例 をしばしば経

験 する。その多 くは無 症 状 であるが、稀 に治 療 直 後 から神 経 症 状 を呈 する

場 合 があり、造 影 剤 の副 作 用 と考 えられ、造 影 剤 脳 症 と称 されている 1 - 9 ）。

造 影 剤 脳 症 の診 断 は主 に症 状 と画 像 所 見 よりなされていると考 えられるが、

確 定 診 断 を行 うことは難 しい。  

このたび我 々は未 破 裂 脳 動 脈 瘤 のコイル塞 栓 術 直 後 に片 麻 痺 、失 語 を

呈 し、直 後 の髄 液 検 査 にてヨード濃 度 の上 昇 を示 したため頭 部 C T 所 見 、症

状 経 過 と合 わせて造 影 剤 脳 症 と診 断 した症 例 を経 験 したため、文 献 的 考 察

を加 え報 告 する。  

 

症 例 提 示  

症 例 ：8 5 歳 、女 性  

主 訴 ：脳 動 脈 瘤 コイル塞 栓 術 後 c o i l  c o m p a c t i o n  

既 往 歴 ：8 0 歳 時 心 筋 梗 塞 にて冠 動 脈 ステント留 置 術 、3 0 歳 代 慢 性 膵 炎  

現 病 歴 ：2 0 1 4 年 近 医 にて左 内 頚 動 脈 後 交 通 動 脈 分 岐 部 に未 破 裂 脳 動

脈 瘤 を発 見 され、画 像 での経 過 観 察 となっていた。その一 年 後 左 眼 瞼 下 垂

を認 めるようになり、治 療 目 的 に当 院 に紹 介 となった。高 齢 であること、心 筋

梗 塞 の既 往 にて抗 血 小 板 薬 内 服 中 であることから脳 血 管 内 治 療 が選 択 さ

れた左 内 頚 動 脈 後 交 通 動 脈 分 岐 部 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 （最 大 径 1 0 m m）に

対 して、局 所 麻 酔 下 、バルーンアシスト下 にコイル塞 栓 術 をおこなった（完 全



閉 塞 、V E R 3 0 %）。術 直 後 に右 上 肢 麻 痺 を認 めたが、同 症 状 はすぐに消 失

し、術 中 バルーン使 用 による内 頚 動 脈 一 時 遮 断 に伴 うものと考 えられた。眼

瞼 下 垂 は著 変 を認 めず、新 たな症 状 の後 遺 なく居 宅 退 院 となった。一 年 後

の M R I にて c o i l  c o m p a c t i o n による動 脈 瘤 の再 描 出 を認 めたため、追 加 塞

栓 を企 図 された。  

入 院 時 神 経 学 的 所 見 ：左 軽 度 眼 瞼 下 垂 、複 視 （対 座 法 では明 らかな外 眼

筋 麻 痺 なし）  

入 院 時 画 像 所 見 ：頭 部 M R A にて左 内 頚 動 脈 後 交 通 動 脈 分 岐 部 動 脈 瘤

の n e c k から b o d y にかけて再 描 出 を認 めた。脳 血 管 撮 影 では c o i l  ma s s が

下 方 に圧 縮 され、 i n - f l o w から動 脈 瘤 上 方 部 分 の再 描 出 を認 めた（9 m m×

5 m m× 5 m m）（F i g .  1 A）。  

血 管 内 手 術 ：術 一 週 間 前 よりアスピリン 1 0 0 m g、クロピドグレル 7 5 mg を内 服

とした。局 所 麻 酔 下 に 8 F r  2 5 c m  s h e a t h を挿 入 した後 、ヘパリンを静 注 し、

A C T 2 5 0 s 以 上 で維 持 した。A S A H I  F U B U K I  8 F,  9 0 c m（朝 日 インテック、愛

知 ）と C e r u l e a n  D D 6 ,  11 8 c m（メディキット、東 京 ）を t r i p l e - a x i a l  s y s t e m とし

て左 内 頚 動 脈 高 位 に留 置 した。P R O W L E R  S E L E C T  P l u s（ J o h n s o n  &  

J o h n s o n ,  R a y n h a m ,  M A ,  U S A）を G T  w i r e  0 . 0 1 2”（テルモ、東 京 ）にて中 大

脳 動 脈 まで誘 導 した。E x c e l s i o r  S L -1 0（S t r y k e r ,  K a l a ma z o o ,  M I ,  U S A）を

A S A H I  C H IK A I  0 . 0 1 4 ”  （朝 日 インテック）を用 いて動 脈 瘤 内 に留 置 した。

E n t e r p r i s e  V R D  4 . 0 m m× 2 3 m m（ J o h n s o n  &  J o h n s o n）を展 開 後 もう一 本

E x c e l s i o r  S L -1 0 を Tr a x c e s s  1 4（テルモ）にて t r a n s - c e l l に動 脈 瘤 内 に誘 導

した。まず j a i l されている E x c e l s i o r  S L -1 0 より塞 栓 を開 始 した。O r b i t  

G A L A X Y C o mp l e x  F i l l  9 m m× 2 5 c m（ J o h n s o n  &  J o h n s o n）にて全 体 に

f r a me を形 成 した後 、Ta rg e t  X L H E L IC A L 5 m m× 1 5 c m（S t r y k e r）、



H y d r o S o f t  1 0  H e l i c a l  4 m m× 1 0 c m（M i c r o Ve n t i o n  T E R U M O ,  Tu s t i n ,  C A ,  

U S A）、E D  C o i l  E S  3 m m× 4 c m（カネカメディックス、大 阪 ）、H y p e r S o f t  3 D  

2 . 5 m m× 4 c m（M i c r o Ve n t i o n  T E R U M O）、E D  C o i l  E S  1 . 5 m m× 3 c m にて順

次 塞 栓 を行 った。この時 点 で j a i l されていた E x c e l s i o r  S L - 1 0 は瘤 外 に k i c k  

b a c k された。続 いて t r a n s - c e l l にて留 置 した E x c e l s i o r  S L -1 0 より Ta rg e t  3 6 0  

N A N O   2 . 5 m m× 4 c m（S t r y k e r）、E D  C o i l  E S  2 . 5 m m× 3 c m（カネカメディッ

クス）にて塞 栓 を行 った。この時 点 で E x c e l s i o r  S L -1 0 が瘤 外 に k i c k  b a c k さ

れ、撮 影 を行 うと動 脈 瘤 の描 出 を認 めなかったため、動 脈 瘤 の塞 栓 を終 了 と

した（完 全 閉 塞 ）（F i g .  1 B）。塞 栓 術 に際 しては、非 イオン性 低 浸 透 圧 性 造

影 剤 （イオパミロン  3 0 0）を約 2 1 0 ml 使 用 した。  

塞 栓 術 後 経 過 ：術 直 後 より運 動 性 失 語 症 と右 上 下 肢 不 全 片 麻 痺 を呈 して

おり、術 直 後 の頭 部 C T で左 大 脳 半 球 皮 質 ・脳 溝 に高 吸 収 域 を認 めた（F i g .  

2 A、B）。術 翌 日 の頭 部 C T では、高 吸 収 域 は消 失 していた（F i g .  2 C、D）。ま

た、術 翌 日 の M R I 拡 散 強 調 画 像 （D W I）では、左 大 脳 半 球 に小 さな高 吸 収

域 を数 個 認 めるのみで、症 状 の原 因 となるような急 性 期 脳 梗 塞 等 の不 可 逆

性 変 化 は認 めなかった（F i g .  3 A、B）。頭 部 M R A では主 幹 動 脈 の描 出 は良

好 であった。造 影 剤 脳 症 を疑 い確 定 診 断 を目 的 として術 後 1 0 時 間 の時 点

で腰 椎 穿 刺 を行 い髄 液 を採 取 した。脳 脊 髄 液 は水 様 透 明 であり、圧 は

1 3 c mH 2 O と正 常 で、細 胞 数 ・たんぱく質 ・電 解 質 も正 常 値 であった。しかし、

追 加 で提 出 したヨード濃 度 は 1 2 2 µ g / ml を示 し、コントロールのために術 後 2 1

日 で行 った髄 液 検 査 でのヨード値 0 . 1 5 9 µ g / ml に比 し著 増 していた（F i g .  4）。

症 状 に対 しては保 存 的 加 療 にて術 後 5 日 ごろから徐 々に運 動 性 失 語 症 、

右 上 下 肢 不 全 片 麻 痺 の改 善 を認 め、リハビリテーションにて術 前 の左 眼 瞼

下 垂 、複 視 以 外 の症 状 の後 遺 なく居 宅 退 院 となった。  



考 察  

 造 影 剤 脳 症 は非 イオン性 造 影 剤 使 用 に伴 う 、一 時 的 な B l o o d  b r a i n  

b a r r i e r （B B B ）の破 綻 とそれに続 く神 経 毒 性 に起 因 すると考 えられている脳

血 管 内 治 療 の稀 な合 併 症 の一 つである。過 去 の報 告 によると、術 直 後 から

巣 症 状 を呈 することが多 く、術 直 後 の頭 部 C T で脳 皮 質 に高 吸 収 域 を認 め

る。M R I では症 状 を説 明 しうる病 変 を認 めないことが多 く、頭 部 C T の高 吸 収

域 は速 やかに消 失 することが多 い 1 - 9 ） 。症 状 経 過 、画 像 所 見 から造 影 剤 脳

症 を疑 うことができるが、確 定 診 断 を行 うのは困 難 な病 態 である。今 回 我 々は

術 直 後 の巣 症 状 、画 像 所 見 から造 影 剤 脳 症 を強 く疑 い、術 後 1 0 時 間 で髄

液 採 取 を行 った。U c h i y a ma らは破 裂 脳 動 脈 瘤 塞 栓 術 後 の造 影 剤 脳 症 で

は な い 4 人 の 患 者 に お い て d a y 0 で 髄 液 中 の ヨ ー ド 濃 度 を 測 定 し 、

1 0 -4 0 µ g / ml と報 告 している 1 0 ）。我 々の症 例 では術 後 1 0 時 間 での髄 液 中 の

ヨード濃 度 は 1 2 2 µ g / ml で、術 後 2 1 日 では 0 . 1 5 9 µ g / ml あった。B B B の破 綻

の程 度 が破 裂 動 脈 瘤 に比 し少 ないと考 えられる未 破 裂 動 脈 瘤 の治 療 である

ことを考 慮 しても、術 後 1 0 時 間 の髄 液 ヨード値 は著 増 していると考 えられ、頭

部 C T 所 見 、症 状 経 過 と合 わせて造 影 剤 脳 症 と診 断 した。髄 液 中 のヨード

濃 度 の測 定 は分 光 測 色 法 にて行 われている。当 院 では外 注 検 査 となるため、

診 断 確 定 まで 1 0 日 間 程 度 を要 したことが問 題 点 として挙 げられた。  

 造 影 剤 脳 症 の危 険 因 子 としては高 血 圧 、腎 障 害 が挙 げられている。また、

造 影 剤 の使 用 量 や一 血 管 への注 入 回 数 に依 存 するとの考 えもあるが、使 用

量 が少 量 であっても発 症 した報 告 1 1 ）もあり見 解 は一 致 しない。また、同 患 者

においての前 後 の血 管 撮 影 では症 状 を呈 さなかった報 告 もある 1 2 、 1 3 ）。本 症

例 では造 影 剤 を 2 1 0 ml と比 較 的 多 く使 用 しており、また f i r s t  s e s s i o n 直 後

の一 過 性 右 片 麻 痺 が造 影 剤 脳 症 であった可 能 性 は否 定 できない。造 影 剤



脳 症 は造 影 剤 に対 する特 異 的 反 応 と考 えられているが、原 因 は解 明 されて

いない。また、 I w a t a らは造 影 剤 の血 管 内 投 与 にて伴 う B B B の破 綻 と神 経

毒 性 は個 人 差 があると報 告 している 1 4 ）。造 影 剤 の使 用 を極 力 控 えることや

過 去 の手 技 に伴 う巣 症 状 の存 在 の有 無 の把 握 は造 影 剤 脳 症 の予 防 として

一 助 になる可 能 性 はある。しかし、危 険 因 子 としての高 血 圧 、腎 障 害 も日 常

診 療 ではありふれた病 態 であり、造 影 剤 脳 症 の術 前 予 測 は非 常 に困 難 であ

る。  

造 影 剤 脳 症 の治 療 としてはステロイド点 滴 が有 効 との報 告 1 5 ）もあるが、本

症 例 は高 齢 であることから、点 滴 とリハビリテーションにて保 存 的 加 療 を行 い

良 好 な経 過 を得 た。非 常 に稀 ではあるが、症 状 が後 遺 する症 例 や亜 急 性 期

に症 状 を呈 することもあり 1 6 , 1 7 ）、術 後 合 併 症 として注 意 を払 うべき合 併 症 の

一 つと考 えられた。  

 

結 語  

未 破 裂 脳 動 脈 瘤 のコイル塞 栓 術 後 の造 影 剤 脳 症 に対 して髄 液 中 のヨー

ド濃 度 を測 定 することにより、造 影 剤 脳 症 の診 断 に確 信 を得 ることができた

症 例 を経 験 したので報 告 した。造 影 剤 脳 症 の診 断 は症 状 経 過 、画 像 所 見

から推 察 されることが多 いが、髄 液 中 のヨード濃 度 を測 定 することにより診 断

の一 助 となるものと考 えられる。  

 

本 論 文 に関 して、筆 頭 著 者 および共 著 者 全 員 の開 示 すべき利 益 相 反

状 態 は存 在 しない。  
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u n r u p t u r e d  c e r e b r a l  a n e u r y s m.  J N E T  2 0 1 5 ;  9 :  9 6 -1 0 2  

4 .  L a n t o s  G .  C o r t i c a l  b l i n d n e s s  d u e  t o  o s m o t i c  d i s r u p t i o n  o f  t h e  

b l o o d -b r a i n  b a r r i e r  b y  a n g i o g r a p h i c  c o n t r a s t  ma t e r i a l :  C T  a n d  M R I  

s t u d i e s .  N e u r o l o g y .  1 9 8 9 ;  3 9 :  5 6 7 -7 1 .  

5 .  N a g a m i n e  Y ,  H a y a s h i  T ,  K a k e h i  Y ,  e t  a l .  C o n t r a s t - i n d u c e d  

E n c e p h a l o p a t h y  a f t e r  C o i l  E mb o l i z a t i o n  o f  a n  U n r u p t u r e d  In t e r n a l  

C a r o t i d  A r t e r y  A n e u r y s m.  In t e r n a l  M e d i c i n e  2 0 1 4 ;  5 3 :  2 1 3 3 - 8 .  

6 .  M e n t z e l  H J ,  B l u me  J ,  M a l i c h  A ,  e t  a l .  C o r t i c a l  b l i n d n e s s  a f t e r  

c o n t r a s t - e n h a n c e d  C T :  c o mp l i c a t i o n  i n  a  p a t i e n t  w i t h  d i a b e t e s  i n s i p i d u s .  

A J N R  A m J  N e u r o r a d i o l  2 0 0 3 ;  2 4 :  1 1 1 4 - 6 .  

7 .  U c h i y a ma  Y ,  A b e  T ,  T a n a k a  N ,  e t  a l .  F a c t o r s  c o n t r i b u t i n g  t o  

b l o o d -b r a i n  b a r r i e r  d i s r u p t i o n  f o l l o w i n g  i n t r a c a r o t i d  i n j e c t i o n  o f  

n o n i o n i c  i o d i n a t e d  c o n t r a s t  me d i u m f o r  c e r e b r a l  a n g i o g r a p h y :  

e x p e r i me n t a l  s t u d y  i n  r a b b i t s .  R a d i a t  M e d  2 0 0 6 ;  2 4 :  3 2 1 -6 .  



8 .  Y i l d i z  A ,  Y e n c i l e k  E ,  A p a y d i n  F D ,  e t  a l .  T r a n s i e n t  p a r t i a l  

a mn e s i a  c o m p l i c a t i n g  c a r d i a c  a n d  p e r i p h e r a l  a r t e r i o g r a p h y  w i t h  

n o n i o n i c  c o n t r a s t  me d i u m.  E u r  R a d i o l  2 0 0 3 ;  1 3  S u p p l  4 :  L 1 1 3 -5 .  

9 .  R o ma n - G o l d s t e i n  S ,  C l u n i e  D A ,  S t e v e n s  J ,  e t  a l .  O s mo t i c  

b l o o d -b r a i n  b a r r i e r  d i s r u p t i o n :  C T  a n d  r a d i o n u c l i d e  i ma g i n g .  A J N R  A m 

J  N e u r o r a d i o l  1 9 9 4 ;  1 5 :  5 8 1 -9 0 .  

1 0 .  U c h i y a ma  Y ,  A b e  T ,  H i r o h a t a  M ,  e t  a l .  B l o o d  b r a i n -b a r r i e r  

d i s r u p t i o n  o f  n o n i o n i c  i o d i n a t e d  c o n t r a s t  me d i u m f o l l o w i n g  c o i l  

e mb o l i z a t i o n  o f  a  r u p t u r e d  i n t r a c e r e b r a l  a n e u r y s m.  A J N R  A m  J  

N e u r o r a d i o l  2 0 0 4 ;  2 5 :  1 7 8 3 -6 .  

1 1 .  L a n t o s  G .  C o r t i c a l  b l i n d n e s s  d u e  t o  o s m o t i c  d i s r u p t i o n  o f  t h e  

b l o o d -b r a i n  b a r r i e r  b y  a n g i o g r a p h i c  c o n t r a s t  ma t e r i a l :  C T  a n d  M R I  

s t u d i e s .  N e u r o l o g y  1 9 8 9 ;  3 9 :  5 6 7 -7 1 .  

1 2 .  M u r u v e  D A ,  S t e i n m a n  T I .  C o n t r a s t - i n d u c e d  e n c e p h a l o p a t h y  a n d  

s e i z u r e s  i n  a  p a t i e n t  w i t h  c h r o n i c  r e n a l  i n s u f f i c i e n c y .  C l i n  N e p h r o l  

1 9 9 6 ;  4 5 :  4 0 6 -9 .  

1 3 .  N i i mi  Y ,  K u p e r s mi t h  M J ,  A h ma d  S ,  e t  a l .  C o r t i c a l  b l i n d n e s s ,  

t r a n s i e n t  a n d  o t h e r w i s e ,  a s s o c i a t e d  w i t h  d e t a c h a b l e  c o i l  e mb o l i z a t i o n  o f  

i n t r a c r a n i a l  a n e u r y s ms .  A J N R  A m  J  N e u r o r a d i o l  2 0 0 8 ;  2 9 :  6 0 3 -7 .  

1 4 .  I w a t a  T ,  M o r i  T ,  T a j i r i  H ,  e t  a l .  R e p e a t e d  i n j e c t i o n  o f  c o n t r a s t  

me d i u m  i n d u c i n g  d y s f u n c t i o n  o f  t h e  b l o o d -b r a i n  b a r r i e r :  c a s e  r e p o r t .  

N e u r o l  M e d  C h i r  ( T o k y o )  2 0 1 3 ;  5 3 :  3 4 - 6 .  

1 5 .  S h i n o d a  J ,  A j i mi  Y ,  Y a ma d a  M ,  e t  a l .  C o r t i c a l  b l i n d n e s s  d u r i n g  

c o i l  e mb o l i z a t i o n  o f  a n  u n r u p t u r e d  i n t r a c r a n i a l  a n e u r y s m - - c a s e  r e p o r t .  



N e u r o l  M e d  C h i r  ( T o k y o )  2 0 0 4 ;  4 4 :  4 1 6 - 9 .  

1 6 .  L e e  K K ,  K a n g  D H ,  K i m Y S ,  e t  a l .  S e r i o u s  B l o o d -B r a i n  B a r r i e r  

D i s r u p t i o n  a f t e r  C o i l  E mb o l i z a t i o n  o f  U n r u p t u r e d  In t r a c r a n i a l  

A n e u r y s m  :  R e p o r t  o f  T w o  C a s e s  a n d  R o l e  o f  I m m e d i a t e  

P o s t e mb o l i z a t i o n  C T  S c a n .  J  K o r e a n  N e u r o s u rg  S o c .  2 0 1 1 ;  5 0 :  4 5 -7 .  

1 7 .  L e o n g  S ,  F a n n i n g  N F .  P e r s i s t e n t  n e u r o l o g i c a l  d e f i c i t  f r o m 

i o d i n a t e d  c o n t r a s t  e n c e p h a l o p a t h y  f o l l o w i n g  i n t r a c r a n i a l  a n e u r y s m 

c o i l i n g .  A  c a s e  r e p o r t  a n d  r e v i e w  o f  t h e  l i t e r a t u r e .  I n t e r v  N e u r o r a d i o l  

2 0 1 2 ;  1 8 :  3 3 -4 1 .  

 

 

F i g u re  1 :   

A .  P r e o p e r a t i v e  D S A s h o w s  u n r u p t u r e d  a n e u r y s m a t  t h e  l e f t  i n t e r n a l  

c a r o t i d  a r t e r y -p o s t e r i o r  c o m m u n i c a t i o n  a r t e r y  b i f u r c a t i o n .  

B .  F i n a l  D S A s h o w s  c o m p l e t e  a n e u r y s m o b l i t e r a t i o n ,  a n d  n o  mi s s i n g  

b r a n c h .  

 

F i g u re  2 :   

P l a i n  C T  s h o w s  h i g h - d e n s i t y  a r e a s  i n  t h e  c o r t e x  a n d  s u b a r a c h n o i d  s p a c e  

i n  t h e  l e f t  c e r e b r a l  h e mi s p h e r e  a f t e r  t h e  p r o c e d u r e  ( A ,  B ) .  F o l l o w -u p  C T 

a t  o n e  d a y  a f t e r  p r o c e d u r e  s h o w s  r e s o l u t i o n  o f  a b n o r ma l  f i n d i n g s  ( C ,  

D ) .  

 

  



F i g u re  3 :   

D i f f u s i o n - w e i g h t e d  i ma g i n g  a t  o n e  d a y  a f t e r  p r o c e d u r e  s h o w s  o n l y  a  f e w  

s ma l l  h y p e r - i n t e n s i t y  s p o t s  i n  t h e  l e f t  c e r e b r a l  h e mi s p h e r e .  

 

F i g u re  4 :  

T i me -c o u r s e  o f  c h a n g e s  o f  i o d i n e  c o n c e n t r a t i o n s  i n  C S F.   T h e  v a l u e s  o f  

i o d i n e  c o n c e n t r a t i o n  i n  C S F  a t  1 0  h o u r s  a n d  2 1  d a y s  a f t e r  e m b o l i z a t i o n  

w e r e  1 2 2 µ g / ml  a n d  0 . 1 5 9 µ g / ml ,  r e s p e c t i v e l y.   
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